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１。神々の王ゼウス（ﾕｰﾋﾟﾃﾙ)
最高の神 ｾﾞｳｽは王杖と鷲を持ち、頭の髪は垂れ下がり、力強い立派な男に象徴されている
ゼウス ｾﾞｳｽのｼﾝﾎﾞﾙはﾔｷﾞ皮の楯と雷電である。一番有名なｾﾞｳｽ像はﾌｲﾃﾞｲｱｽによって

造られたものでオリンピアにある。
ゼウスは神々と人類の父でであり、最高の支配者で自然界現象（雨･光･雷）の神で
でも有った。人々の運命を司り、正義を保護し、全般的に人類の存在を見守っていた。
ｾﾞｳｽは至高の神性さと完全なる倫理であり、その権力は理性、寛大性、正義感を
基本としていたがこの権限には限りがあった。何故なら役割を専任する神の権限
の方が強い事もあるから。但し「運命について」見ると運命の女神ﾐﾚｰｽはｸﾛｿ、ﾗｹｼｽ、
ｱﾄﾛﾎﾟｽの3人で人々の誕生から死までの運命を司り、運命が宇宙を支配する掟
だったので神々は彼女達に反する事ができなかった。ところが、この掟はｾﾞｳｽが
定めたものなのでｾﾞｳｽは運命の案内人として例外的に振る舞った。
ｷﾞﾘｼｬ人が彼に全権限と完全さを持たせたことで、多神教にも拘わらず一神教の
最初の源を彼の中に見出せる。

２．ｾﾞｳｽ神の王朝確立
ﾀｲﾀﾝﾄ戦争 ｾﾞｳｽはｸﾛﾉｽとﾚｱの末っ子であり、たった1人ﾚｱによってｸﾛﾉｽに呑込まれを免れ

ｸﾚﾀ島に連れて行かれて山羊の乳で育てられた。数日で父ｸﾛﾉｽと戦える程成長
し、父と再会して嘔吐を引き起こす薬草を飲ませて、ｸﾛﾉｽの呑込んでいた5人の
子供達ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝ・ﾍﾗ・ﾍｲﾃﾞｲｰｽ・ﾍｽﾃｲｱとﾃﾞﾒﾙを助け出した。
ｾﾞｳｽは兄弟姉妹神と一緒になってｸﾛﾉｽとﾀｲﾀﾝを相手に戦争を起こした。
ｾﾞｳｽはｸﾛﾉｽによりﾀﾘﾀﾛｽ(奈落）に落とされていたｷｭｸﾛﾌﾟｽ(巨人)とｴｶﾄﾝﾍﾘｽ(怪物）
を救出し,援助を求めた。優れた鍛冶技術を持つｷｭｸﾛﾌﾟｽから「雷光と雷電」の無敵
の武器を得たｾﾞｳｽの攻撃と、怪力ｴｶﾄﾝﾍﾘｽの巨岩を投付ける攻撃によりﾀｲﾀﾝ族
と10年間続いた戦争に終止符を打ち、勝利したｾﾞｳｽはｵﾘﾝﾎﾟｽ神々の王として君臨。

ﾍﾗｸﾚｽ ﾀｲﾀﾝ戦争後、大地の母ｶﾞｲｱは巨人達を産みｵﾘﾝﾎﾟｽに向って新しい戦争を仕掛て
来たが、ゼウスの息子ヘラクレスが退治した。
更にｶﾞｲｱはﾀﾙﾀﾛｽとの間にｶﾞｲｱ最後の子供ﾀｲﾌﾝを仕掛けた。ﾀｲﾌﾝは山より高く、
肩には百本の蛇の頭を持ち、口から火を吹く怪獣で、ｾﾞｳｽの手足の神経を切り落

ﾍﾙﾒｽ とし歩けなくしておいて、ﾃﾞﾙﾌｨﾅと言う竜に神経を渡してしまった。この時ﾍﾙﾒｽが
神経を奪い返してｾﾞｳｽを助けた。

(ｾﾞｳｽの女神)
・ｾﾞｳｽは多くの女神と沢山の子供を設けた

正妻ﾍﾗ ｾﾞｳｽの正妻は女神の女王ﾍﾗ（ｼﾞｭｰﾉｰ)で子供達はﾍﾍﾟ、ｱﾚｽ（ｱｰｽ)とｲﾚｲｼｱでした
賢神ﾒﾃｲｽ ｾﾞｳｽの最初の妻は賢者のﾒﾃｲｽで彼女が妊娠した時、父ｸﾛﾉｽと同じように子供に

追放されると言う予言を恐れて妻ﾒﾃｳｽを飲み込んでしまった。ｾﾞｳｽの腹の中で
ﾒﾃｲｽが出産する時期が到来するとひどい頭痛に悩まされ、ﾍﾌｲｽﾄｽに頭を割らせ

娘ｱﾃﾈ たところ、彼の娘、女神ｱﾃﾅ（ﾐﾈﾙｳﾞｧ）が誕生した。
正義神ﾃﾐｽ 2番目の妻ﾃﾐｽは正義の神でﾎﾗｲ(時間）、ﾐｰﾚｽ（運命）を産んだ。

ｴｳﾘﾉﾒ 3番目の妻はｵｰｹｱﾆｽのｴｳﾘﾉﾒで3人のﾊﾘﾃｽ(美)を産んだ
ﾃﾞﾒﾃﾙ 女神ﾃﾞﾒﾃﾙとの間にﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈ（ｺﾚ）が誕生した

ﾑﾈﾓｼｭﾈ ﾀｲﾀﾝの娘ﾑﾈﾓｼｭﾈとの間には9人のﾐｭｰｽﾞを設けた
ﾚﾄ ﾀｲﾀﾝの娘ﾚﾄとの間に双子のｱﾎﾟﾛとｱﾙﾃﾐｽ(ﾀﾞｲｱﾅ）を産んだ
ﾒｱ 最後に妖精ﾒｱはﾍﾙﾒｽを産んだ

(ｾﾞｳｽの人妻)
・ｾﾞｳｽは美しい人間達とも恋愛をして子供をもうけた
ｱﾙｸﾒﾈｰとの間の子供はﾍﾗｸﾚｽ、ｾﾒﾚにはﾊﾞｯｶｽ（ﾃﾞｲｵﾆｿｽ)、ﾚﾀﾞには（双子のﾃﾞｲｵ
ｽｸﾛｲ、ﾍﾚﾝ）、ダナエには（ﾍﾟﾙｾｳｽ）、ｴｳﾛﾍﾟには（ﾐﾉｽ、ｻﾙﾋﾞﾄﾞﾝ、ﾛﾀﾞﾏﾝｼｽ）が誕生
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３。女神の女王ヘラ(ｾﾞｳｽの妻)
女神の女王 ﾍﾗは一方の手に王杖、毛一方のてに、受胎の象徴であるザクロの実を持っている

ヘラ また、ﾍﾗ女神のｼﾝﾎﾞﾙはｶｯｺｳと孔雀である。
ﾚｱとｸﾛﾉｽの娘ﾍﾗは黄金の冠を頂いた女神の女王でｾﾞｳｽの妹で公式な妻である
ﾍﾗとｾﾞｳｽは理想的な夫婦の象徴であり、ﾍﾗは結婚の守護神で、女神の中で最も
高貴でｵﾘﾝﾎﾟｽの神々から崇められていた。このような中でパリスの審判で有名な
3人の女神（ﾍﾗ、ｱﾃﾅ、ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲ)の美の競争事件が起き、パリスはｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲ
（ｳﾞｨｰﾅｽ）愛の女神に黄金のりんごを差出した。そこでｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲはパリスにｽﾊﾟﾙﾀ
王ﾒﾈﾗｵｽの妻で、人間の中で最も美しいﾍﾚﾝをこのお礼にと約束した。ﾊﾟﾘｽのﾍﾚﾝ
誘拐事件によりｷﾞﾘｼｬの神々も対立させたあのﾄﾛｲ戦争が始まった。
当初ﾍﾗは聡明なあしらいでｾﾞｳｽと対応していたが余りに数多くの恋人を作った為
に、次第にｾﾞｳｽの恋人や子供たちのひどい仕打ちで敵に回るようになった。
例えば、ﾍﾗｸﾚｽを死ぬまで追詰めたり、ｾﾞｳｽを見捨ててｴｳﾎﾞｲｱ島へ帰ったりした
ｾﾞｳｽとﾍﾗはﾍﾍﾞ、ｱﾚｽ、ｲﾚｲｼｱの三人の子供を設けた。ﾍﾍﾞは永遠の青春を象徴し
ており、ﾍﾗｸﾚｽは人間として死後ﾆｵﾘﾝﾎﾟｽ山に行き不死身となってﾍﾍﾞを妻とした
ｾﾞｳｽとﾍﾗの二番目の子供はｱﾚｽで、戦いの神であった。三番目は出産の女神
ｲﾚｲｼｱであった。他にﾍﾌｱｲｽﾄｽが息子である。
ﾍﾗの神殿として、古代最大のｻﾓｽ島神殿、偉大な彫刻家ﾎﾟﾘｸﾚｲﾄｽによるﾍﾗの像
があるｱﾙｺﾞｽ神殿、他にｱﾃﾈ、ｴﾚｳｼｽ、ｺﾘﾝﾄｽ、ｴﾋﾟﾀﾞｳﾛｽ、ﾈﾒｱ等に神殿がある。

４．海の神ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝ（ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝ）
ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝはｸﾛﾉｽとﾚｱの息子でｾﾞｳｽとﾊﾃﾞｽとは兄弟であり生まれてすぐに父に飲み
込まれていたが、ｾﾞｳｽによって救出された。
ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝは海の制海権や泉・川･湖を統治する神で嵐や地震を起こす神でもあった
ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝが怒ると嵐を呼び、暴風雨を巻き起こし三つ又の戟で海を荒れさせた
心安らいでいる時は海は静まり、ｲﾙｶが紺碧の海に戯れ美しい妖精ﾈﾚｲｽが舞った
古代ギリシャ人は海洋民族であったので海神信仰は厚く大事な存在であった
ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝの宮殿は黄金で、地中海の奥深い所にあった。ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝの妻はﾈﾚｲｽの
美しい妖精ｱﾝﾋﾟﾄﾘﾃﾞで、ﾅｸｿｽ島の海岸で姉妹で遊んでいる時にﾎﾟｾｲﾄﾞﾝが一目
惚れして連れ去り、二人はﾄﾘﾄﾝと多くのﾆﾝﾌを産んだ。
ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝとの有名な諍いは、ｱﾃﾈ女神とのｱﾃﾈ占有権、ﾍﾘｵｽとのｺﾘﾝﾄｽ占有権、
ﾍﾗとのｱﾙｺﾞｽ占有争いでした
代表王的な神殿は小ｱｼﾞｱのﾐｶﾚｲとﾎﾟｾｲﾄﾞﾆｱ、もう1つの崇拝地はｻﾝﾄﾘｰﾆ島で
最も大きな崇拝所はｺﾘﾝﾄ近くのｲｽｽﾐｱである。また最も知られている神殿は
BC5世紀に作られ、ｱｯﾃｲｷ本土のｽﾆｵﾝ岬にある
容姿はｾﾞｳｽとよく似ておりｳｴｰｳﾞの罹った髪と髭をはやし、聖なるｼﾝﾎﾞﾙは三つ又
の戟とまぐろ、いるかである

ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝの家族
正妻 正妻は海の妖精であるｱﾝﾋﾟﾄﾘﾃﾞで、海神ﾈﾚｳｽとｵｰｹｱﾆｽの娘
子供 ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝの子供達は残酷で野蛮であった。

・ｱﾝﾀｲｵｳｽはﾘﾋﾞﾔで一番残酷な王で殺した人達の骨でﾎﾟｾｲﾄﾞﾝの神殿を建てた
・ｳﾞｧｼﾘｽは統治していたエジプトに来た他国者を全て殺害していた
　これらの残忍な巨人はﾍﾗｸﾚｽにより殺された。
・ｱﾐｺｽはﾍﾞｾﾆｱを統治する拳闘家でﾎﾟﾘｾﾞﾌｷｽが勝利するまで他国人は拳闘で殺さ
　れていた。
・ｹﾙｷｵﾝはｴﾚｳｼｽの王でﾃｾｳｽが彼を止めるまで多くの人が殺された
　この偉大な英雄ﾃｾｳｽはｱﾃﾈからｺﾘﾝﾄｽに向う旅人達を脅していた残忍なﾎﾟｾｲﾄﾞﾝ
　の息子達：ｽｷﾛﾝ、ｼﾆｱ、ﾌﾞﾛｸﾛｳｽﾃｽも殺した。
・ﾍﾟｶﾞｻｽはﾒﾁﾞｭｰｻとﾎﾟｾｲﾄﾞﾝの息子
・ｷｭｸﾛﾊﾟｽ、ﾎﾟﾘﾌｴﾓｽはｵﾁﾞｭｯｾｳｽがﾄﾛｲ戦争から帰りに盲目にさせられ、ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝ
　はこれを怒りｵﾁﾞｭｯｽｽが故郷ｲｶﾀに帰るまで海を10年間彷徨いさせた

５．冥途の神ﾊﾃﾞｽ(ﾌﾟﾙｰﾄ：富）

ﾊﾃﾞｽ(ﾍｲﾃﾞｲｰｽﾞ)はｸﾛﾉｽの3男で、生まれてすぐ父ｸﾛﾉｽに飲み込まれていたがｾﾞｳｽ
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により救出され「冥途の王」黄泉の国の最高の判決者となったが恐ろしい悪魔の神
ではない。境界ｽﾃｭｸｽ川（三途の川）を越えるためには渡番ｶﾛﾝにお金を支払う
必要があったので、死人には必ず口に小銭を入れて埋めた。尚冥途の入口は
三つ頭を持つ地獄の番犬ｹﾙﾍﾟﾛｽが守っていた。古典時代彼は死者の王だけでなく、
大地の豊作とか、金属・鉱物等の産物も荷っていた。ﾊﾃﾞｽがかって地上に外出した
時に農業の女神デﾒテルの娘ﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈと出会い恋に落ってしまい彼女を下界の女王
にしてしまった。
ﾊﾃﾞｽはｾﾞｳｽとそっくりで、雷を持っていないだけと言われている。彼に捧げられた
神聖な植物は糸杉と水仙で、動物は犬、狼、蛇でした。
下界には、ﾊﾃﾞｽの娘達と呼ばれた、恐ろしい顔をしたｹﾚｽ、当初美しい神であったが
後に恐ろしい怪物となったｱｴﾛとｵｹﾍﾟﾃ、ｹﾚﾉの下界の3人女神がいた。

６．農耕の女神デメテル(ｹﾚｽ)
ﾃﾞﾒﾃﾙは農耕の女神で、大地の母ｶﾞｲｱを受け継いだと言えます。人々に小麦、
ﾄｳﾓﾛｺｼ、大麦の育て方を教えて、農民の刈入れ豊作を助けた。
ｸﾛﾉｽとﾚｱの娘で他の兄弟と共に父ｸﾛﾉｽに飲み込まれていたのをｾﾞｳｽに助け
られた。ｾﾞｳｽとﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈは彼女に恋したが拒絶された。そこで、ｾﾞｳｽは雄牛に
変態して彼女と結ばれ生まれたのが美しい娘ﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈである。一方ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝも
雄牛に変態して、牝牛に変態したﾃﾞﾒﾃﾙと結ばれ、怒りの馬ｱﾘｵﾝが生まれた
ﾃﾞﾒﾃﾙは一度だけ恋に落ちてｲｱｼｵﾝと結ばれﾌﾟﾙｰﾀｽを産んだ
女神の象徴は、小麦､けし、蛇で、ﾌｲﾃﾞｲｱｽ作の有名な大理石の彫刻はｱﾃﾈ
国立考古博物館にあります。
ある日ﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈが行方不明になるや母ﾃﾞﾒﾃﾙは二つの松明を掲げて世界の隅々
まで探し回った。9日間彷徨い歩いた見つからず、１０日目にやっとﾍﾘｵｽ（太陽）
からﾊﾃﾞｽが連れ去ったことを聞かされた。ｾﾞｳｽや神々に憤り、ｵﾘﾝﾎﾟｽ山を降りて
ｴﾚｳｼｽへ辿り着き、老女に変装してｴﾚｳｼｽ王の娘の息子ﾃﾞﾓﾌｵﾝの乳母として
雇われたが、その子が不死身になるように火の中に横たえている所をﾒﾀﾈｲﾗに
見つかり、乳母に返信した訳を話して「ｴﾚｳｼｽの神秘の儀式」を教えて去った。
その後、大地は芽も出なくなり、果物も出来なくなって人類始まって以来の大恐慌
が続いた為に、ｾﾞｳｽは仲裁にはいり、ﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈが暗黒の世界から出て毎年半年間
は母ﾃﾞﾒﾃﾙと暮らせるようにﾊﾃﾞｽを説得した。彼はﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈを母元へ返す時に
下界に戻ることを忘れないようにザクロの実を食べさせたので、ﾍﾟﾙｾﾎﾟﾈは死者
の女神であると共に地上の豊作の神ともなった。

７．知恵の女神アテナ(ﾐﾈﾙﾊﾞ)
ｱﾃﾅは芸術と知恵の神で、清潔さと厳しさを持った処女の女神である。
ｾﾞｳｽは、最も賢いﾒﾃｲｽを最初の妻としたが、ﾒﾃｲｽはまずｱﾃﾅを産み、その後
ｵﾘﾝﾎﾟｽを支配する神を生もうとしたので、ｾﾞｳｽはｱﾃﾅが生まれる前に妊娠中の
ﾒﾃｲｽを飲み込んでしまった。その後ｱﾃﾅが生まれるときにｾﾞｳｽは酷い頭痛に
悩まされ鍛冶の神ﾍﾌｱｲｽﾄｽに頭を割ってもらい、ｱﾃﾅはｾﾞｳｽの頭から武装した
姿で生まれてきた。
ｱﾃﾈ市民は、聖なるｱｸﾛﾎﾟﾘｽの岩の上に、世紀の傑作と言われる女神ｱﾃﾅを
祭るﾊﾟﾙﾃﾉﾝ神殿を建立した。

ｱﾃﾈ争奪戦（ｱﾃﾅVSﾎﾟｾｲﾄﾞﾝ）
ｱﾃﾅとﾎﾟｾｲﾄﾞﾝがｱﾃﾈ（ｱｯﾃｲｶ）の支配を巡って二人の神が争ったギリシャ神話の
出来事は有名である。ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝはｱｸﾛﾎﾟﾘｽの丘に三つ又の戟で岩を突いて最初の
馬を作りだし、ｱﾃﾅ神は槍で地を突くと平和の象徴ｵﾘｰﾌﾞの木が誕生し、神々と
人民達はｱﾃﾅの勝利と審判した。

ﾄﾛｲ戦争の守護神
ｱﾃﾅはﾄﾛｲ戦争でｱﾃﾈの英雄たちを守った守護神であった。ﾃﾞｲｵﾒﾃﾞｽが窮地の時
彼の冑と槍から炎を吹かせた。ｱｷﾚｽｶﾞ窮地にあるときは燃えるような雲で彼を守り
ｵﾁﾞｭｯｾｳｽがﾄﾛｲ戦争からｲｶﾀに帰還する帰途を助けた。またﾍﾟﾙｾｳｽが怪獣ｺﾞﾙｺﾞﾝ
ﾒﾄﾞｳｻを退治するのを助けられたのを感謝して、女神に怪獣の頭を差出したので
ｱﾃﾅの楯にはｺﾞﾙｺﾞﾝの顔が刻まれ完全武装で表現されている。
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愛される神
ｱﾃﾅは英雄ﾍﾞﾚﾚﾌｵﾝに天空の秀麗な手綱を与え、翼を持ったﾍﾟｶﾞｻｽを捕まえ、
飼い馴らさせた。またｲｱｿﾝとｱﾙｺﾞ艦隊の一行がｺﾙｷｽから「黄金の羊毛」を手に
入れるために「ｱﾙｺﾞｰ船」の建造を教えた。
ｱﾃﾅは手工芸の神でもあり、紡績の技術や刺繍、彫刻、貴金属、建築、陶芸等を
人々に教えた。

ﾊﾟﾙﾃﾉﾝ神殿
最も有名なｱﾃﾈ神を祝うｱﾃﾈ大祭典は十日間続き運動競技、音楽祭、競馬、踊り、
各種コンテストが開かれる。祭典の見せ場は「全ｱﾃﾈ市民の行進」である。
行進はｱﾃﾈのﾃﾞｲﾌﾟﾛ門から始まりｱｺﾞﾗを横切ってｱｸﾛﾎﾟﾘｽに着いて、ｱﾃﾈに
新しい金のﾍﾟﾌﾟﾛｽ(ベール)を献納する。ｱｸﾛﾎﾟﾘｽの丘には古代の偉大な彫刻家
ﾌｲﾃﾞｲｱｽが制作したﾊﾟﾙﾃﾉﾝﾌﾘｰｽﾞがあり、祭りの行進の様子が見られる。

ｱﾃｱの象徴
女神の象徴は槍、ふくろう、蛇、ｵﾘｰﾌﾞの木である。ｱﾃﾅ女神の最も有名な像は
ﾌｨﾃﾞｲｱｽの作でﾊﾟﾙﾃﾉﾝ神殿の中央に建つ高さ12Mの像で金と象牙で出来ている。

８．太陽の神アポロン
アポロンはｾﾞｳｽとﾀｲﾀﾝの娘ﾚﾄの息子で、ｵﾘﾝﾎﾟｽの神々の中でも一番ｷﾞﾘｼｬ性を
持つ神で、男性美の典型でした。アポロンは太陽と光の神、真実の守護神、弓･音楽
の守護神であり、また病を治したり、医学を人々に教えた。

ヘラの嫉妬 ｾﾞｳｽの妻ヘラはレトに嫉妬して、復讐のためにﾚﾄが双子のｱﾎﾟﾛﾝとｱﾙﾃﾐｽを産む
とき、大地にお産の場所を提供する事を禁じた。ヘラの怒りを恐れて誰もﾚﾄに場所
を提供しなかったので絶望していたヘラを哀れみ、海神ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝが海面下にあった
デロス島を海面上に出して提供した。するとヘラは娘で「出産の神ｲﾚｲｽｲア」に
助産を禁止したが、ｲﾚｲｽｲｱはこっそりとデロス島に行きﾚﾄの出産を助けたので
やっとの事で、双子のｱﾎﾟﾛﾝとｱﾙﾃﾐｽが誕生でき、その後ｵﾘﾝﾎﾟｽに昇ったと言わ
れている。

ﾃﾞﾙﾌｫｲ神殿 ｱﾎﾟﾛﾝは出産後４日目でｵﾘﾝﾎﾟｽを離れてﾊﾟﾙﾅｿｽ山へ行き、巨大な大蛇ﾋﾟｭﾄﾝを
退治してその地をﾃﾞﾙﾌｫｲと名付けて、運命と予言を占う神託所を建てた。
ﾃﾞﾙﾌｫｲ神殿は海抜600mのﾊﾟﾙﾅｿｽ山にあり、地球のへそと呼ばれ、神々の最も
有名な神聖地となった。ﾌｴﾄﾞﾘｱﾃﾞｽの荒々しい岩間を穏やかに流れる清水の
ｶｽﾀﾘｱ泉が有り、ﾌﾟﾚｲｽﾄｽの谷間には万年ｵﾘｰｳﾞの木々の緑が茂り、眼下には
紺碧のｺﾘﾝﾄｽ湾を見下ろす事ができる絶景の地である。

ﾃﾞﾙﾌｫｲ神託 2500年前の古代ギリシャ人はｱﾎﾟﾛﾝ神殿のﾃﾞﾙﾌｫｲ神託を最も信頼していた。
神託の儀式ではまず巫女ﾋﾟｭﾃｲｱがｶｽﾃｲﾘｱの泉の水で体を清め、魂を清める
ためにｶｿﾃｲｽ泉の水を飲んでから神殿に入り月桂樹の葉を噛みながら神殿の
三脚の椅子に座り、恍惚状態となった巫女はｱﾎﾟﾛﾝのお告げを厳かに語った。

ﾃﾞﾙﾌｵｲ銀行 神殿への小道は「聖なる道」と呼ばれてｷﾞﾘｼｬの都市国家は競って有名な宝庫を
建て「ｷﾞﾘｼｬの銀行」と呼ばれた

ﾋﾟｭﾃｲｱ祭 この神殿の最大の祭がｱﾎﾟﾛﾝが巨大な大蛇を退治したことを祝う「ピュテイア祭」
と呼ばれ、ｵﾘﾝﾋﾟｱのｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技会とかﾈﾒｱのﾈﾒｱ祭りと似ている。
ｱﾎﾟﾛﾝは予言者であると同時にリラとﾌﾙｰﾄの達人の音楽家・音楽の神であった
のでｱﾎﾟﾛﾝ神に捧げる歌や詩はいつもリラで伴奏されていた。

恋愛事件 ｱﾎﾟﾛﾝはヘラの復讐とか何かで幸福な恋愛が成就しない悲惨な恋愛事件が多い。
大地の妖精ﾀﾞﾌﾈは彼の求愛を受容れずに月桂樹に化してしまったのでそれ以来
彼の聖なる植物は「月桂樹」となった。
ｵｹｱﾉｽの娘ﾒリアには息子ｲｽﾞﾐﾉﾝ、ｺﾘｷｱとの間にはｼｺﾚｱが生まれ、彼の愛を
拒んだﾍｽﾃｲｱ、ｱﾘｱﾑ王の娘ｶｻﾝﾄﾞﾗ、ｱﾎﾟﾛﾝよりも人間ｲﾀﾞを選んだﾏｰﾍﾞｻ、溺水
したｳﾞｵﾘﾆ、ｶｽﾀﾘｱはﾃﾞﾙﾌｫｲの美しい乙女で泉に投身したのでこの泉はｶｽﾀﾘｱ泉
と呼ばれる。さらに、ﾌﾚｷﾞｱｽ娘はｱｽｸﾚﾋﾟｵｽ産み、ｸﾚｳｻはｲｵﾆｱ族の祖先ｲｵﾝを、
ｲﾌﾟｾｵｽ王の娘ｹﾚﾈはｱﾘｽﾃｵﾝを産み、ｸﾚﾀﾐﾉｽ王の娘ｶｶﾘｽとの恋愛事件と多いが
これ等はｱﾎﾟﾛﾝ崇拝の聖地ごとに女神と子神が創生されたとも解釈される。

ｱﾎﾟﾛﾝの象徴ｱﾎﾟﾛﾝの聖なる植物は月桂樹、しゅろ、天人花で、鳥は白鳥とﾊｹﾞ鷹、他にはｲﾙｶ、
狼、ねずみ、ﾍﾋﾞなどを好んだ。
ｱﾎﾟﾛﾝ神のｼﾝﾎﾞﾙは三脚、弓、矢、楽器リラなど
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９．狩りの女神アルテミス(ﾀﾞｲｱﾅ)
ｱﾙﾃﾐｽはｾﾞｳｽとﾚﾄの娘でｱﾎﾟﾛﾝと双子の子供として生まれた。ｵﾘﾝﾎﾟｽの３処女神
の1人で狩りの女神で獣の守護神であり、自然の神でもあった。ヘラの嫉妬に悩ま
された事はｱﾎﾟﾛﾝで記載のとおり。デロス島で双子のうちまずｱﾙﾃﾐｽが誕生し、
母親ﾚﾄがｱﾎﾟﾛﾝを産むのを手伝ったと言われている。彼女は小ｱｼﾞｱ西部では受胎
の女神として、ｸﾚﾀ島では大地の母として崇拝された。
ﾄﾛｲ戦争で、ﾐｹｰﾈのｱｶﾞﾑﾈﾉﾝ王のｷﾞﾘｼｬ艦隊が風が吹かないために何日も出向
できないので、予言者に原因を尋ねると女神ｱﾙﾃﾐｽが非常に怒っているので生贄
として娘を献上した所、ｱﾙﾃﾐｽは不憫に思い自分の巫女として使うことにした。
ｱﾙﾃﾐｽの祭典の中では少女に熊の形相をさせる「ｳﾞｧﾗｳﾞﾛﾝ祭」が有名で、ｱﾙｶﾃﾞｲｱ
や多くの島でｱﾎﾟﾛﾝと一緒に崇められた。小ｱｼﾞｱではｴﾌｴｿｽのｱﾙﾃｲﾐｯｼｭが有名
ｱﾚﾃミスの聖なる植物は月桂樹、糸杉、しゅろ、天人花で家畜動物（山羊･犬･兎・鹿)
と野生動物(熊･猪･ﾗｲｵﾝ等)が好きであった。

１０．商売の神様ヘルメス(ﾏｰｷｭﾘｰ)
ﾍﾙﾒｽはｾﾞｳｽとｱﾄﾗｽの娘ﾏｲｱとの子供で出生地はｱﾙｶﾃﾞｲｱ(ﾍﾟﾛﾎﾟﾈｿｽ)。ギリシャ
神話では最も愛された神で、商売、受精の神様であり、弁論･英知の神でもあった。
ﾍﾙﾒｽは誕生後１日も絶たないで盗みを働き盗人の首領でもあった。亀の甲羅に
兄ｱﾎﾟﾛﾝの羊を盗んで７本の羊腸を張ってリラを発明した。しかし羊を盗んだ事は
認めずｵﾘﾝﾎﾟｽ山でｾﾞｳｽの審判を受けたが嘘を言い続けて盗みは白状しなかった
ｾﾞｳｽも愛嬌で二人で居なくなった羊の群れを捜すように命じた。ﾍﾙﾒｽはとうとう
盗んだ羊の居る洞窟まで案内しそこでリラを奏で兄ｱﾎﾟﾛﾝの許しを乞う事になるが
仲直りの印にﾍﾙﾒｽの楽器リラとｱﾎﾟﾛﾝの金の杖とを交換し、互いにそれが象徴と
なる持ち物となった。
ﾍﾙﾒｽは偉大な発明家でもあり、天文学と数学の父であり、測量の技術も見出した
競技大会の創始死者でもあり、そこにはﾍﾙﾒｽ風の柱（ﾊｰﾑ）が必ず置かれた。又
市外でも市場、橋、十字路、外道等に正しい道を教える目印として建てられた。
また、「ﾌﾟｼｵﾎﾟﾝﾎﾞｽ（魂の案内人）」とも言われ魂の下界への案内人でもあった
ﾍﾙﾒｽは妖精ﾄﾞﾘｵﾋﾟに恋して神ﾊﾟﾝをもうけ、ｱﾃﾈ王ｹｱｸﾛｽの娘ｴﾙｼと恋してｹﾌｱﾛｽ
を設けたが、数々の恋の中でｱﾌﾛﾃﾞｲﾃとの恋は特に有名であった。
ﾍﾙﾒｽはｱﾙｶﾃﾞｲｱ以外の全ｷﾞﾘｼｬでも崇拝され「ﾍﾙﾒﾁﾞｱ祭」は特に盛大であった。
ﾍﾙﾒｽの聖なる植物はけし、オリーヴ、天人花でｼﾝﾎﾞﾙは両側に羽根のある鍔広の
「ﾍﾟﾀｿｽ」と言う帽子である。他には何処へでも飛んで行ける「黄金のｻﾝﾀﾞﾙ」と触れ
ると誰でも眠らせてしまう「ｹﾙｷｵﾝの杖」である。

１１．美の女神アフロデイテイ(ｳﾞｨｰﾅｽ)
美の女神誕生ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲは女神の中でも最も美しい愛の女神で、作家ﾍｼｵﾄﾞｽによればｸﾛﾉｽが

自分の父ｳﾗﾉｽの男根を切落とし海に投捨てた白い泡からｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲが誕生し
西風に運ばれてｷﾌﾟﾛｽ島に流れ着いたので、ﾎﾗｲ(時)は非常に喜んで彼女を迎え、
貴金属で飾りオリンポスへ連れて行きギリシャの神々の中に加わった。
ｵﾘﾝﾎﾟｽの神々はこの女神の美しさを賞賛し、男の神々は結婚を望んだ。ｾﾞｳｽも
望んだが代わりにいつも人間の神を与えられたので、とうとう足に障害のある息子

結婚 ﾍﾌｱｲｽﾄｽの妻とした。ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲは彼を欺いて数々の恋をする。ｱﾚｽとの間には
数々の恋 ｴﾛｽ（ｷｭｰﾋﾟｯﾄ)、ﾊｰﾓﾆｱ、ﾃﾞｲﾓｽ、ﾌｵﾎﾞｽの子供達が生まれ、次いでﾃﾞｲｵﾆｿｽ(ﾊﾞｯｶｽ)、

ﾍﾙﾒｽ、ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝと関係をもった。また人間とも恋をした。羊飼いｱﾝｷｾｽとの間に生れ
たのがｱｲﾈｲｱｲｽでした。美男子のｱﾄﾞｰﾆｽが狩りをしていて猪に襲われ何とか助け
ようと駆けつけた時素足であったので棘で怪我をして血が飛び散り白ﾊﾞﾗが赤く染ま
り彼の死を嘆いた涙からアネモネの花が創られた。

美人ｺﾝﾃｽﾄ トロイの王子であるﾊﾟﾘｽは神々の美人コンテストの審判をする事になりｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲ
が一番美しいと審判し､彼女に「黄金のりんご」を与えた。そのお礼に最も美しい女性
ｽﾊﾟﾙﾀ王ﾒﾈﾗｵｽの妻ヘレネを受取り、これが原因でﾄﾛｲ戦争が勃発した
ギリシャ軍はﾍﾚﾈを取り戻すためにﾄﾛｲに向い、ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲはﾊﾟﾘｽを擁護するために
ﾄﾛｲ戦争に加わった。

戯れ ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲはｺﾙｷｽの王子ｱｲｴﾃﾞｽの娘ﾒﾃﾞｲｱをｲｱﾝｿﾝに恋するように仕向けた
ﾒﾃﾞｲｱは「黄金の羊毛」を盗む事を助けてｷﾞﾘｼｬに戻った「ｱﾙｺﾞｰ船の一行」
ｸﾚﾀ島ﾐﾉｱ王の娘ｱﾘｱﾄﾞﾈが英雄ﾃｾｳｽに恋するように仕向け、彼がﾐﾉﾀｳﾛｽを殺し
迷路から出てくるのを助けた。
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悲劇を招いたのは、ﾃｾｳｽの２番目の妻ﾌｴｰﾄﾞﾗは義理の息子に当たるﾋｯﾎﾟﾘｭﾄｽ
に夢中になってしまいﾌｴｰﾄﾞﾗはこの気違いじみた愛を絶とうとしたことが悲劇に
また愛らしい話としては、足の速い美しい乙女ｱﾀﾗﾝﾃが結婚を嫌がっていたので
もし彼女より早く走れたら結婚すると言って競争させ、若い英雄ﾒﾗﾆﾎﾟｽを助けて
三つの黄金のりんごを彼に与えて、彼女が追いついてきた時にそのりんごを順次
落として、彼女はりんごを拾う事で遅れてﾒﾗﾆﾎﾟｽが勝って結婚した。

神殿 ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲは「結婚の守護神」であり、「娼婦達の守護神」でもあった。
有名な神殿はﾊﾟﾌｵｽ（ｷﾌﾟﾛｽ島)やｲﾐﾄｽ山にあるが最も有名な神殿はｺﾘﾝﾄにあった
百人以上のｴﾃﾚｽが女神の巫女として神殿訪問者に奉仕していた。
ｵﾘﾝﾎﾟｽの神々が出現する前に世界を支配下神々の中で最も立派であったｴﾛｽは
不思議な事に、後に誕生したｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲの子供として出現しています。

芸術 芸術の中のｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲは裸体で片手を胸に、もう一方を下腹部にあて描かれている
特に有名な像はﾌﾟﾗｸｼﾃﾚｽの「ﾆﾄﾞｽのｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲ」でもう１つはﾌﾃﾞｲｱ作でｵﾘﾝﾋﾟｱ
にありました。かの有名な「ﾐﾛｽのｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲ」はﾙｰﾌﾞﾙ美術館にあります。

ｼﾝﾎﾞﾙ 女神のｼﾝﾎﾞﾙはりんご（愛のｼﾝﾎﾞﾙ)、鳩または花です

１２．鍛冶の神ヘフアイストス(ｳﾞｧﾙｶﾝ)
ｾﾞｳｽの息子？ﾍﾌｱｲｽﾄｽはﾎﾒﾛｽ神話では「ｾﾞｳｽとﾍﾗの息子」であり、ﾍｼｵﾄﾞｽ神話では「ﾍﾗだけの

子供」となっている。　彼は不具者で醜くかったので母であるﾍﾗはｵﾘﾝﾎﾟｽ山から海
に放り投げてしまったと言う。

天才鍛冶の神ﾍﾌｱｲｽﾄｽは鍛冶の神で何でも器用に工作し発明するので、天上でも地上でも愛さ
れ平和愛好の神でした。ある時、出生の秘密をﾍﾗから聞き出すために素晴らしい
肘掛椅子を贈った。ﾍﾗが腰掛けると眼に見えない鎖がﾍﾗを縛り付けて動けなくなった
全ての神々がﾊﾌｱｲｽﾄｽに自由にするように頼んだが無駄だった。ﾍﾗの息子ｱﾚｽ
は怒って彼に立ち向かったが火の松明で退却させられてしまった。そこでゼウスは

ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲと 美しいｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲをﾍﾌｱｲｽﾄｽの妻にする事を約束してﾍﾗは解放された。しかし
結婚 美しいｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲとの結婚は不成功であった。美しい愛の女神は忠実な妻ではな

かった。
ｾﾞｳｽの僕 ﾍﾌｱｲｽﾄｽは父ｾﾞｳｽには逆らえず服従したので不本意ながらﾍﾗｸﾚｽが救出するまで

ﾌﾟﾛﾒﾃｳｽをｶﾌｶｿｽの巨岩に鎖で縛り付けた。またｱﾃﾅが生れてくる時にｾﾞｳｽの頭を
割って女神ｱﾃﾅが誕生した。更にｾﾞｳｽはﾍﾌｱｲｽﾄｽに粘土で最初の女性を創らせ
ｴﾋﾟﾒｾｳｽ（ﾌﾟﾛﾒｾｳｽの兄）に贈り最初の人間が誕生した。

容貌 背が高く細いかたわの足の不具者で長い髪を生やし袖なしの衣を着ている。人相は
温和であるが、目は利口でずる賢く見えた。

鍛冶 鍛冶の天才で現在で言うロボットを作り、自分の代わりに働かせたり、徒歩の手助け
をさせた。父ｾﾞｳｽには「楯と王杖」を、ﾃﾞﾒﾃﾙには鎌を、ｱﾙﾃﾐｽとｱﾎﾟﾛﾝには矢を、
ﾎﾟｾｲﾄﾞﾝには三つ又の槍を、酒の神ﾃﾞｲｵﾆｿｽには黄金のｺｯﾌﾟを、ｱｷﾚｽには鎧楯を
ﾍﾗｸﾚｽには黄金の胸当てを作った。ｵﾘﾝﾎﾟｽの山には壮大な宮殿を建てた。

崇拝 ﾍﾌｱｲｽﾄｽは全ｷﾞﾘｼｬで崇拝され、ｱﾃﾈでは芸術の神ｱﾃﾅと共に崇拝され、神殿では
ｱﾃﾅ女神像の横に置かれた。

１３．軍神ｱﾚｽ(ﾏｰｽ)
ｱﾚｽはゼウスとﾍﾗの息子でｷﾞﾘｼｬの神々の中で一番野蛮で「戦いの神」であった。
神々の間でも嫌われもので、父のゼウスでさえも嫌がった。
ﾄﾛｲ戦争ではｷﾞﾘｼｬ軍を助けるとﾍﾗに約束していたがﾄﾛｲ側にも就いたので、ｱﾃﾅは
ｾﾞｳｽの冑をかぶりｱﾚｽが英雄ﾃﾞｲｵﾒﾃﾞｽに負傷されるのを援助した。ｱﾚｽは戦場を
去りｵﾘﾝﾎﾟｽに戻り医者ﾍﾟｵﾝの手当てを受けた。
ｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲとの不法の恋については、ﾍﾌｱｲｽﾄｽに事前に浮気がばれて細工をされ、
ベッドの上で透明の鎖で2人が縛り付けられて居る姿を全ての神々に見せられ神々
の笑いものになった。ｱﾚｽとｱﾌﾛﾃﾞｲﾃｲの子供達はｴﾛｽ(愛）とｱﾝﾃﾛｽ（愛を返す）
ﾃﾞｲﾓｽ(恐怖）、ﾌｵﾎﾞｽ、ﾊｰﾓﾆｱである。他には妖精ｱﾙﾋﾞﾅとの子ｲｵﾉｽ、ｱﾙｾｱとの
子ﾒﾚｱｸﾞﾛｽ、ﾌｲﾛﾉｽとの子ﾘｶｽﾄｽ、ﾍﾟﾛﾍﾟｲｱとの子ｷｸﾉｽがいる。もう1人はﾍﾗｸﾚｽに
殺されたﾃﾞｲｵﾒﾃﾞｽです。
ｱﾚｽへの崇拝は北部ｷﾞﾘｼｬのﾄﾗｷｱから始まり、神殿はﾄﾛｲｾﾞﾆｱ、ﾃｹﾞｱ、ｽﾊﾟﾙﾀの
３箇所にある。ｱﾚｽの側近は二人の息子ﾃﾞｲﾓｽとﾌｵﾎﾞｽそして妹のｴﾘｽ(戦争の意）
とその息子ｽﾄﾘﾌでした。戦いにはｴﾆｵｰ（恐怖に震える）とｹﾚｽ達を伴った。
ｱﾚｽ神のｼﾝﾎﾞﾙは槍と火の付いた松明で、動物では犬と禿たかである。
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１４．酒の神デイオニソス(ﾊﾞｯｶｽ)
酒の神 ﾃﾞｲｵﾆｿｽは酒の神と呼ばれ葡萄酒と葡萄の木の神様です。また演劇の守護神と

農業の神様でもあります。彼は古代ギリシャの中で最も人気のある神で出生地
についても様々な意見があります。最も有力なのはﾎﾟｴｵﾃｲｱのﾃｰﾍﾞ説です。

ﾍﾗの嫉妬 父はゼウスで、母はｶﾄﾞﾓｽ王の娘でﾃｰﾍﾞのﾌﾟﾘﾝｾｽ・セメレでした。ﾍﾗはゼウスの
不倫を知り、ｾﾒﾚに残酷な復讐を計画した。老婆に変身してｾﾒﾚの前に現れ「ｾﾞｳｽ
に望むものは何でも叶える」と約束させて「雷光と雷電を放ちながらｾﾒﾚの前に
出現」するように仕向けた為にｾﾒﾚは未熟な胎児ﾊﾞｯｶｽをお腹にはらんだ状態で
焼け死んでしまった。そこでｾﾞｳｽはﾃﾞｲｵﾆｿｽを腹から取り出し妊娠の満月となる
までｾﾞｳｽの大腿部に入れておいたので、ﾃﾞｲｵﾆｿｽはゼウスの足から生れた。
誕生後もﾍﾗの復讐を恐れてゼウスはﾃﾞｲｵﾆｿｽの世話をﾍﾙﾒｽに頼んだ。
ﾍﾙﾒｽは誰も知らせないでﾆｻの妖精たちに預けて養育を頼んだ。

ﾃﾞｲｵﾆｿｽ奇談神として成長したﾃﾞｲｵﾆｿｽはある日海岸を歩いている時にｴﾄﾙﾘｱの海賊船に
さらわれたがその船内には巨大な葡萄の木が生えてきてぶどうで一杯になり
海水もﾜｲﾝの香りがし始めて水夫達が酔っ払った状態の時にﾃﾞｲｵﾆｿｽはﾗｲｵﾝ
に化けたので水夫達は海に飛び込みイルカに変えられてしまったと言う話がある。
もう1つの話は、ﾅｸｿｽ島でのこと、偉大なｱﾃﾉの英雄ﾃｾｳｽがｸﾚﾀ島の迷路で
ﾐﾉｱ王の娘・アリアドネの協力でﾐﾉﾀﾛｽと言う怪物退治に成功して結婚する約束
をしていた所、帰路にﾅｸｿｿｽ島に暫く船を停めた時にアリアドネが1人で散歩に
出かけ眠り込んでいた所へﾃﾞｲｵﾆｿｽが現れｱﾘｱﾄﾞﾈと恋に陥り結婚してしまった。
ｾﾞｳｽはﾃﾞｲｵﾆｿｽを喜ばせる為にｱﾘｱﾄﾞﾈを不死身にしてやった。彼等の間には
ｲﾉﾋﾟｵﾅｽ、ｴｳｱﾝｾ、ｽﾀﾌｲﾛｽの3人の子供が生れたがこの名前はぶどうと関係が
ある。

ﾃﾞｲｵﾆｿｽ祭 ﾃﾞｲｵﾆｿｽの通過する所では不思議な事件が起きた。地面や岩の間から酒の泉
が湧出たり、川の水がミルクや密に変ったりし、喜びや花の輪でお祭りを盛上げ
テーブルに出てくるﾜｲﾝは幸せを増し、人々に歓喜をもたらし全てを忘れさせた。
ﾃﾞｵﾆｿｽ崇拝の特徴は精神錯乱状態に陥ることであった。特に女性に好かれて
山頂で真夜中の饗宴が多かった。

ﾃﾞｵﾆｿｽ神殿 ﾃﾞｵｼｿｽの神殿は出生地ﾃｰﾍﾞにはなくて大祭「ﾄﾘｴﾃﾘｶ」はｼｻｴﾛﾝ山の麓で女性
達だけの祭りで真夜中に松明のもとで行われた。
ﾃﾞｵﾆｿｽを讃える祭りはBC６世紀頃からｷﾞﾘｼｬで行われた。最も華々しい祭りは
ｱｯﾃｲｶの大、小二種類の祭りであった。大祭は農業祝と受精の喜びの祭りで
神の像を神殿から町を通り抜けて他の神殿に移す事であった。祭には市民も参加
して変装した男達が神の像の周りで踊り、コーラスにはﾌﾙｰﾄの伴奏で讃歌が歌わ
れた。行列はｱﾃﾈの古代ｱｺﾞﾗを通り抜けて最後に神殿とﾃﾞｲｵﾆｿｽ劇場のある
ｱｸﾛﾎﾟﾘｽ南部の麓に進んだ。この劇場ではかの有名なｷﾞﾘｼｬ四大悲劇が演じられ
４日に及んだ。（四大悲劇：ｱｲｽｷｭﾛｽ、ｿﾌｵｸﾚｽ、ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ、ｱﾘｽﾄﾌｱﾈｽ）
他の有名な神殿はデロス、レムノス、ﾅｸｿｽ、ヒオス、コーフ、コス、レズボス等の
島々にあり、ペルガモン、エジプトにもありました。

動物と花 神に捧げられた動物は雄牛、山羊、豚、ロバ、豹、虎、ﾗｲｵﾝで聖なる植物は葡萄
樫、くるみ、イチジク、ﾊﾞﾗ、水仙でした。

シンボル 彼のシンボルは「セルソス」で武器や魔法の杖として使用した。
初期のｷﾞﾘｼｬ芸術ではﾃﾞｲｵﾆｿｽは髭面で表現されていたが、BC4世紀頃から
山羊か豹の皮をかむり、瓶を持った立派な青年として描かれるようになった。

１５．パン
パンはﾍﾙﾒｽと妖精ﾄﾞﾘｵﾋﾟの息子で足が山羊で尻尾があり、頭に2本の角があり
ﾔｷﾞの耳を持っていた。ﾄﾞﾘｵﾋﾟは恐怖に慄いて息子を捨てて出て行ってしまった。
パンの仕事は羊の群れを守る神で、ﾃﾞｲｵﾆｿｽはそんな彼に特別な興味を示した
のでﾃﾞｲｵﾆｿｽ神の従者の一員となりﾌﾙｰﾄを奏でる達人でもあった。
パンの崇拝は出生地のｱﾙｶﾃﾞｲｱから始まりｷﾞﾘｼｬ全土に広まった。
ﾍﾟﾙｼｬ戦争の時期にｱﾃﾈで急に広まった。
パンは木の妖精ﾊﾏﾄﾞﾗｲｱﾄﾞの1人のかわいいｼｭﾘﾝｸｽに恋をしたが、子の妖精は
彼から逃れる為にラドン河の岸まで逃げて川に助けを求めたのでパンが彼女に
触れようとした瞬間に葦に変えてしまった。悲しみに沈んだパンは葦の一部を切り
取りパンパイプとして有名な「ｼｭﾘﾝｸｽ」と言う楽器を作った。
二番目の不幸は妖精ﾋﾟﾃｲｽとの恋であった。ﾋﾟﾃｲｽはパンと風の神に同時に愛さ
れ、怒った風の神ﾎﾞﾚｱｽは彼女を崖から吹き飛ばしてしまった。それを見て可愛
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そうにと思った母ｶﾞｲｱは彼女を木にかえて彼女の名前を取って松ﾋﾟﾃｲｽと命名した
更な悲劇は妖精エコーとの物語で、追いかけられた彼女は山へ逃げたがそこに
いた羊飼いたちが彼女を八つ裂きにしてしまったので唯、助けを求める声「エコー」
だけが残った。
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